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宿 布 発 電 所 跡 地

整 備 事 業 の あ ら ま し



　　【取水堰堤】

　　　＜全体平面図＞

　　【導水路】

　　【貯水池および余水吐】 【建屋および発電機設備】

宿 布 発 電 所 に つ い て

明治30(1897)年11月、京都電燈株式会社が宿布発電所の建設に着手、同32(1899)年

5月に福井県初の水力発電所として運転を開始しました。

工事のうち導水路や貯水池などの石積み工事を、熊谷三太郎が熊谷組初の請負工事として、

明治31(1898)年から施工に当たりました。弊社では、これをもって創業元年としています。
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宿布発電所跡地整備事業について

福井に初めて電灯を灯し、また近代産業の幕開けを担った歴史的な土木遺産を後世に広く

伝えるため、弊社創業120周年記念事業として「宿布発電所跡地」を整備しました。

この整備事業の完成をもって、福井市へ寄贈させていただく運びとなりました。土木技術

の継承、地域の発展に寄与するとともに、観光資源としても市民に愛される施設となること

を願っています。

建屋周りの石積擁壁

建屋跡地にある民家納屋

整備前の状況

整備後の状況（現在）

【発電所建屋跡地】 【貯水池および余水吐】

【貯水池および余水吐】【全景】

※発電機設備は撤去され、1号機が北陸電力株式会社
（旧 坂井郡丸岡町）に設置展示

※存置するが土に埋まっており上部のみ地上に露呈

＜整備内容＞
・総整備面積：1,623㎡（491坪、提供地権者様5名）
・遺構整備1式（貯水池・余水吐）／水車・発電機設備1式／

展示建屋1棟／駐車場11台／芝生広場1式

＜整備スケジュール＞

・計画、設計、各種協議：平成30(2018)年5月～令和元(2019)年3月

・施工：令和元(2019)年4月～令和元(2019)年9月

【旧宿布発電所展示館】 【水車および発電機】



　福井県福井市宿布町（旧足羽郡酒生村宿布）

　・明治３０（1897）年１１月 着工

　・明治３２（1899）年　２月 竣工

　・明治３２（1899）年　５月 運用開始（80kW）： 600燈の需要で開業

　・明治３４（1901）年　３月 ２号機増設（合計160kW）： 約3000燈の需要

　・明治３９（1906）年　９月 紀功碑建立（昭和４１年４月に現在の場所に移設）

　・大正　３（1914）年　９月 発電機取替え

　・昭和３１（1956）年１２月 老朽化により廃止

　・所　有： 京都電燈株式会社 → 北陸配電株式会社 → 北陸電力株式会社

　・出　力： 最大出力160kW（運用開始当時80kW）

　・水　量： 最大使用水量6.34㎥/秒

　・落　差： 有効落差高7.58ｍ

　・導水路延長： 2,270ｍ（取水：足羽川）

　・水　車： 横軸単輪単流横口フランシス水車（米レフエル社製造）

出力74.6kW×２台

　・発電機： [運開当時] 誘導発電機（米スタンレー社製造）

　　　出力80kW、電圧5.5kV、周波数133Hz、回転数900rpm

[取替後] 三相同期発電機（奥村電機製造）

　　　出力80kW、電圧3.5kV、周波数60Hz、回転数900rpm

パンフレット作成・監修： 株式会社熊谷組北陸支店　
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